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般社団法人 ピ ー スボ ー ト災害ボランテ ィ アセンタ
ー

2 0 1 4 年 3 月 1 5 日 ( 土)

ピ ー スボ ー トセ ンタ
p い しのまき

住所 : 害城県石巻市立町1 丁目5 - 2 1

アクセス : 石巻駅か ら徒歩1 0 分

1 3 : 0 0 ハ J 1 6 :3 ¢

2 0 名 ※最少催行人数5 名

3 月ス ペ シ ャル企画

｢だから､ 石巻へ行こう ! ｣

『P B V ス タ ッ フと街歩き』

ピ ー スボ ー ト災害ボランテ ィアセ ンタ
ー ( P 8V) の

ス タ ッ フやボラ ンテ ィ アが腰災直後の写真や

員料を使いながら､ 街をご案内!

′′

被災地
〝

でボラ ン テ ィアとして活動する陵の

心構えを字ぷ前に ｢ P 8 V ス タ ッ フと街歩き｣ を

通して . 津波の威力や災害が発生した場合に

どのような状況 に なる のか ､ 学ん で みませんか ?

○日時 : 3 月1 5 日( 土) 10 : 0 0 ～ 1 2 :0 0

※ ｢P B V ス タ ッ フ と街歩き｣ プログラムに参加後､

｢ 災害ボラ ンテ ィ ア 入門｣ を受諦で きます .

◆ 参加員 : 5 0 0 円

◆ お申込み : 以下 の電話番号にご連絡下さ い ｡
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茎 ピ ー スボ ー ト災害ボランティアセ ンタ
ー



学ぶこと ､ 知る こ とが ､
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自分が被災 した場合
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支援する場合

｡ ボランテ ィ ア としての心構え / 被災者への配慮
･ 注意すべきケガ ､ 病気､ 自分たちの 安全管理

･ 過去の事例から字ぷワ ー クショ ップ
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< 第 3 邸 >
･ 個人でで きる災害 へ 礪 え 廓轍
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二冨芸雲警…誓芸…;≡ィァ活動
…観音塾

日常からで きる こ と
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＼参碑者
の声/

β 沼 田 皿 凶 瀾 閻 回 田 血 四 国 阻 羽 田 団 幽 鴎 咽 頭 四 国 国 防 ヨ

0 l

受講時間3 時間半と聞い て いたので ､ 参加

前は少 し長 いかなと思 っ てい たが ､ 実際に受

けて みたら面白くて時間があ っ と言う闇に過
ぎて しま っ た ｡ (3 0 代 男催)

臥 鋸 銅 摘 摘 柑 牒 恋 回 田 針 那 削 … 摘 柑 周 知 旺 臥
刊

災害やボランティアに関して全くの未経験
で したが､ 災害時の具体例が判っ てよかっ た
た ｡ (4 0 代 女性)

･ 四 国 皿 血 盟 臨 回 田 血 閏 田 辺 国 電 母 国 心 因 国 防 窃 由 岱 喝 唱 昏

瓜 田 娼 剋 屈 腿 過 払 必 卸
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ワ ー クシ ョ ッ プがとても楽しか っ た ｡

災害においての知識や情報ももちろん必要

だが､ 聴くだけでなく自分たちで考え ､ 答え

を導き出すこ とも大切だ と､ や っ て みて本当
に必要だと実感した ｡ (2 0 代 女性)
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監 四 四 囲 周 明 田 臥 臥 臥 針 馴 函 必 出 曲 包 必 飽 虚 血 血 血 軋 が

匹 閲 頂 鎚 Ⅷ 川 = 椚 削 池 皿 四 億 戯 Ⅷ 摘 … 鋸 臥 四 国 喝 耶 畷 ほ

l

災害ボ ランティ アには色々な種類があるこ
とがわか っ た｡ 現場だけでなく ､ 自分の環境
に合わせてで きる支援方法 を具体的に知るこ
とができた . 今からでも私にで きるこ とを見
つけられた ｡ (6 0 代 女性)

悪
因 喋 = 射 出 嘲 那 川 = 幻 申 四 Ⅶ = 那 加 鮮 血 Ⅷ = 勤 凶 顔 役 = 日 掛 鴎 濫
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ただの講座というより実践的な内容が多く
ため にな っ た ｡ (5 0 代 男性)


